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本日お話すること

母子保健領域における情報の利活用

特定健診・特定保健指導における情報の利
活用

保健医療情報の種類と個人情報
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特定健診、特定保健指導の基本概念

内臓脂肪型肥満に着目した生活習慣病予防

肥満の急増に伴う疾患の増加

医療保険者により実施←市町村

医療費と予防効果の関連付け

保健指導の重点化

ハイリスクへの一次予防（行動変容）←二次予防

結果を出す保健指導←プロセス重視の保健指導

アウトカム評価←アウトプット評価

糖尿病有病者・予備群の25％減少←事業量
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標準的なプログラム

特定健診
40歳～74歳
判定基準による3区分判定：階層化

情報提供

動機づけ支援

積極的支援

特定保健指導

情報提供：個人結果、予防の基本事項

動機づけ支援：個人結果、予防の具体的支援、行動目標設
定、評価の時期設定

積極的支援：個人の結果、行動変容の内容選択・継続実践
支援、効果確認と目標設定、評価時期の設定
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特定保健指導をどのようにおこなうか

効果的な指導
5つのステージ別の指導

無関心期

関心期

準備期

実施期

継続期

個別指導

特に継続支援の工夫

多様なプログラム→アウトソーシング

医療現場と保険者における一次予防、二次予防の連携
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健康観光ICT利活用モデル事業 事業概要

運動・食事制限
データ記録

改善指導

運動・食事メニュー
計画

「はじめる・つづける健康あっぷ」事業

中央市民
（日常型プラン）

簡単・楽しく健康管理への意識を向上させるしくみをＩＣＴで提供

観 光 客
（滞在型プラン）

病気予防のための
生活を習慣化

運動と食事を意識した
健康生活の体験

山梨県中央市様 湯村温泉旅館協同組合様

生活習慣改善サイクル

医療費削減医療費削減 地域活性化地域活性化
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構築するシステムの概要

中央市民

湯村温泉郷

山梨大学・中央市
歩数計

③ＳＮＳ
少し早歩きをして
みたらどうでしょう

少し早歩きをして
みたらどうでしょう

小林さんの健康レポート

運動不足です。

おすすめメニューは、
・毎日20分の散歩
・塩分を控えた食生活

★参加者と保健師がデータを共有。医学的知見を活用し、個人ごとの生活改善方法を実現

生活習慣に関す
るアンケート入力

②継続支援
システム

小林さんの健康レポート

運動不足です。

おすすめメニューは、
・毎日20分の散歩
・塩分を控えた食生活

①元気生活ナビゲーター

携帯電話網

アセスメント

生活習慣
データ

生活改善
メニュー

測定データ
測定データ

生活改善
メニュー

生活改善
メニュー

健診データベース

改善フォローアップ
データベース

データ（iDC）

・元気生活ナビゲーター

体組成計

地域イントラ

インターネット

④Web問診システム
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日常型プラン イメージ

おすすめメニュー
・毎日20分間散歩をしま

しょう。
・塩分を抑えた食生活を
しましょう

運動量が不足しています。

小林さんへの
健康レポート

ちょっとした
運動を日常に取り入れよう

健康をチェックしよう

医療機関で問診
を受けます。

私専用の健康

レポートをもらえ
るので、無理なく
取組め、やる気
も出ますよ。

適度な運動と健康食で
健康を取り戻そう

買い物を長くしたり
通勤に自転車を使う
などして、工夫して
います。

健康生活を続けよう定期的に成果を確認しよう

健康データは
手書きでの記録で
はなく、携帯電話
から登録します。
記録が楽にできる
ようになり、記入
忘れも減りました。

中央市主催の栄
養教室や、湯村
温泉でのハイキ
ングツアーでさら
にやる気が出て
きました。

ネット上で励まし
あう仲間もできま
した。
観光で来る人たち
にも教えてあげる
ことにしますよ。

青葉台の小路を
10分ほど

歩くと市街が
一望できますよ。

ぜひ行ってみたいです。

データの登録を忘れて
しまったら、励ましメー
ルが届きます。

小林さんの
ヘルスプロモーション

結果とこれから

<結果>おめでとうございます。
－血糖値が2%ダウン
－体重3キロダウン
に成功しました。

<これから>
－毎日20分間歩きましょう
－魚中心の食生活を心が
けましょう

頑張れば
湯村温泉
などから優
待が受けら
れます。

自分で毎日
管理してみます。
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滞在型プラン イメージ

おすすめメニュー
・ハイキング

風林火山 Aコース

・ランチ
かもめ食堂Cコース

運動量が不足しています。

山本さんへの
健康レポート

温泉に行こう

健康になるために
温泉に行ってきます

健康をチェックしよう

テレビ電話を使っ
て問診を受けます。

私専用の健康

レポートをもらえ、
普段から気になっ
ていることについ
てもアドバイスを受
けられます。

適度な運動と健康食で
健康を取り戻そう

シェフの作った
健康料理を堪能
した後、作り方ま
で教えてもらえま
す。帰ってからも
自分で調理がで
きるのが嬉しい
です。

体力にあった観
光ルートがわか
るので、観光地
を巡りながら適
度な運動量が確
保できますね。

成果を確認しよう

山本さんの
ヘルスプロモーション

結果とこれから

<結果>おめでとうございます。
－血糖値が2%ダウン
－体重3キロダウン

に成功しました。

<これから>
－毎日20分間歩きましょう
－魚中心の食生活を心が
けましょう

チェックアウト時に、
帰宅後も取り組みを続け
られるように、専門家か
ら、アドバイスをもらえま
す。成果が確認できて嬉
しいです。

帰宅後も
健康生活を続けよう

健康データは
手書きでの記録では
なく、携帯電話から
登録します。記録が
楽にできるようになり、
記入忘れも減りまし
た。

定期的に問診を受けよう

健康データは、
自分専用の画面
で管理します。
日々の変化がパ
ソコンでチェック
できるので、楽し
く続けられます。

一ヶ月間続けたら
随分効果が出てき
た気がします。
来月また温泉で問
診を受けるつもり
です。



継続サポーター/ウォーキング達成度と体重
達成度が高いと体重が減り、やらないと増えることを実感できる
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定期「励ましメール」の他、記録がなかったり、達成度が低い時期
が続いたら自動的に「励ましメール」が送信される。支援者は
データを共有することに直接連絡をとることもできる。

達
成
率
％

体
重
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携帯電話入力画面とアドバイス画面
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平成１９年度ＩＣＴモデル事業 目標達成状況
指 標 目標値 結果の数値 達成状況 計測方法・出典等

日常型プラン参加者数 50人 50人 ○
10月から３月まで生活習慣病改善
プログラムを実践継続した市民の数

運動習慣の改善運動習慣
（量）が増えた参加者
の割合

70% 69.4% ○
プログラム実践者の６ヶ月後の
アンケート調査

食事について意識するよ
うになった参加者の割合 70% 69.4% ○

プログラム実践者の６ヶ月後の
アンケート調査

客観的健康度の向上検査
数値の改善があった参加
者の割合

70% 75.0％ ○
プログラム実践者の６ヶ月後の
血液検査等による

主観的健康度の向上健
康改善が実感できた参

加者の割合
50% 66.7％ ○

プログラム実践者の６ヶ月後
のアンケート調査

滞在型プラン参加者数 50人
50名

(予約状況)
△ 滞在型プランによる宿泊客の人数

客観的健康度の向上検査
数値の改善があった参加
者の割合

70% 未評価 未評価
宿泊客の帰宅（６ヶ月）後の
血液検査等による

主観的健康度の向上健康
状態が向上しと実感でき
た参加者の割合

70% 未評価 未評価
宿泊客の帰宅（６ヵ月）後の
アンケート調査
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ＩＣＴを利活用した広域ネットワークの構築

〈介護老人保健施設等〉

介護情報

生活習慣病情報DB
個人健康管理DB

〈地域健康管理支援センター〉

（EBHの実現、個人管理）

・個人健康管理情報連携
・地域健康情報整備

地域住民
健康ICカード（電子私書箱）
（診療・健診履歴、電子健康保険証等）

〈地域保健医療福祉情報センター〉

（地域情報の共有）

・診療情報共有
・臨床検査情報共有
・健診情報共有
・医療画像情報共有 等

共有診療情報

検査・健診情報

医療画像DB

ホームヘルスケア
〈健康モニタ機器〉

〈診療所、地域中核病院等〉

診療情報

〈観光施設〉

連携

地域給食
センター

スポーツ施設
フィットネスクラブ
リゾート施設

〈健康サービス産業〉

健康機器メーター

健康指導

健康プログラム

〈検査・健診センター〉

健診情報

■予防・医療・福祉の一元サポート
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ＨＰ構築

52万件のアクセス52万件のアクセス
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集計表

集計表
市町村 県 国

集計表が集まってくるのみで、詳

しい母子保健の状況は10年に1

度、大きな調査を実施しないと把

握できず、リアルタイムに状況を

把握することが出来ない。

親子 問診票にどのように
記載したか等の情報
が残っていない。

個別データ
（連結可能匿名化
されたもの）

市町村 県 国

親子 当事者にも情報が保有される。

個人データ

医療機関

≪母子保健情報の現状≫

≪目指すシステム≫

母子保健情報の利活用をめざした全国システムの展開

≪キーワード≫
連結可能匿名化，

個別データ，

事実情報，

集計表集積，

個別データ集積、

集計表還元，

リアルタイム，

医療機関連携，

個別還元

親子の社会的健
康度

9
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市町村IT整備状況
平成18年8月調査 回収率 1581/1843 85.8%

(1)母子保健担当部署の電子メールアドレス保有状況

457
(21.4%)

1413
(89.9%)

246
(94.6%)

585
(91.1%)

308
(88.0%)

274
(85.9%)

アドレスがあ
り、

利用している

21401571260642350319回答数

（H13年
度）

全体
100,000

人～

20,000～
99,999
人

8,000～
19,999
人

～7,999人

人口規模

(2)ＷＷＷ(World Wide Web)を閲覧できる環境がありますか？

821
(38.6%)

1467
(93.6%)

255
(98.1%)

615
(95.5%)

318
(91.4%)

279
(88.3%)

環境はあり、
利用してい

る
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母子保健情報の電子化状況

健診データ
の入力

なし
39.4％

あり 60.6％ 妊娠届出時 73.5％
1.6歳健診 87.0%
1.6歳問診 63.4%

問診データ健診データ

272 (29.2%)

487 (52.3%)

172 (18.5%)

931

83 (8.7%)入力していない

447
(46.9%)

項目を選択して入力

423
(44.4%)

ほぼ全項目を入力

953回答数
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健診・問診項目の調査・ＤＢ入力、集計・分析状況

753
(70.2%)

559
(43.7%)

549
(38.3%)

726
(67.2%)

475
(32.6%)

204
(13.2%)

642
(41.9%)

集計・分析せず

200
(18.6%)

453
(35.4%)

524
(36.6%)

200
(18.5%)

478
(32.8%)

650
(42.2%)

410
(26.7%)

手集計

120
(11.2%)

266
(20.8%)

359
(25.1%)

154
(14.3%)

506
(34.7%)

688
(44.6%)

482
(31.4%)

コンピュータで
集計・分析

1073127814321080145915421534回答数

デー
タの
集
計・
分析

1010
(64.6%)

368
(23.6%)

58
(3.7%)

974
(62.9%)

171
(11.1%)

7
(0.4%)

4
(0.3%)

調査していない

553
(35.4%)

1193
(76.4%)

1512
(96.3%)

573
(37.0%)

1374
(88.9%)

1565
(99.6%)

1573
(99.7%)

調査している

1563156115701548154515721577回答数

調査
の有
無

家庭にお
ける事故
予防対策
に関して

虐待
（親子
関係）
に関し
て

育児不
安に関
して

育児期
間中の
母の喫
煙状況

妊娠届
出時の
状況
（喫煙
状況な
ど）

1歳6ヶ
月健診
におけ
る医師
の判定
結果

1歳6ヶ
月健診
におけ
る児の
身長・
体重
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ホームページの構築・運営 データベース搭載

母子保健情報データベースの
更新はシステム化されており
毎年約100の情報が追加され
ている。本ホームページで最
もアクセス数の多いコンテン
ツである。 （全3,874件）

登録事業を精査した「セレク
ト2004・2006」を掲載。冊子
も発行し、自治体のメリット
を生かした事業情報を全国の
市町村母子保健担当者と共有
して、健やか親子21を推進す
る た め に 活 用 す る 。
（全3,623件） 8
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